別紙１　予算要求資料・事業評価調書
予算要求資料
平成25年度当初予算　　　支出科目　款：衛生費　項：医務費　目：医療整備対策費

	事業名:へき地医療従事者マインド養成事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　　　　　　　　健康福祉部　医療整備課　医療整備係　電話番号：058-272-1111（内 2535）

　　　　　　　　　　　E-mail：c11229@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：893千円（前年度予算額：893千円）
	要求内容


	１　要求の内容


医療従事者を志す者（高校生、医学生、看護師等養成所学生等）を対象として、へき地医療の関係者やへき地住民等との交流を通じて、へき地医療の実態と医療ニーズを知ってもらい、へき地医療への理解を深めることにより、へき地医療を担う者として必要なマインド（志）を養成する。
	２　所要経費


委託料　793千円

　　事務費　100千円
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	前年度

予算額
	893
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	893

	要求額
	893
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	893

	決定額
	893
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	893


事業評価調書
	□  新規要求事業　

	■  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・何をいつまでにどのような状態にしたいのか
　へき地医療に対する理解をより多くの県民に普及し、へき地で勤務する医療従事者の増加を図るため、本事業を実施する。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	参加者数
	（H  ）
	（H22）
25名
	（H23）
29名
	（H24）15名
	（H25）

30名
	50％

	
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	％


○指標を設定することができない場合の理由
	　参加者（高校生、医学部生、看護学部生等）のへき地医療に対する理解度や普及について、指標化することは困難。


（平成24年度の取組）

	・事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等）
平成２４年度開催結果

　　開催日程：平成２４年８月１０日～１１日

　　場　　所：郡上市内ほか近隣市町村

　　参加者数：１５名

　　参 加 者：県内高校生、医学生、看護師等養成所学生

　　内　　容：へき地医療機関の診療現場見学（フィールドワーク）

地域医療従事者・地域住民との交流（ワークショップ）


（平成24年度の成果）

	・平成24年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果
　参加した高校生は、岐阜大学の地域枠や自治医科大学など、へき地医療を学ぶことができる進路を目指すとのことであった。
　医学部生については、自治医科大学生はもとより、岐阜大学生についてもへき地医療に興味を持ち、研修プログラムへの参加希望などが聞かれた。
　同時期に、初期臨床研修でへき地研修を選択した研修医が診療所に滞在しており、

医学部生は多くの刺激を受けていたようであった。
　また、地域住民や医師を含むスタッフには、年に一度へき地医療を振り返る良い機会との声が聞かれた。

	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）
○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

○

	　高校生にとっては、進路選択についての参考に、医学部生については、
地域住民や高校生、臨床研修医等とともにへき地医療の現場を体験できる数少ない良い機会となる重要な事業である。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）

○

	　研修がきっかけとなって、岐阜大学の地域枠へ入学した医学部生から、へき地に関係した進路を考えている高校生が、直接、助言を受けるなど、

将来のへき地医療を担う世代の交流が図られた。

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)

○

	　へき地医療についての研修プログラムに精通した、医療機関に業務委託することでより効果的な事業展開ができた。


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
　　高校生は模擬試験や学校行事、医学部生は全国規模のスポーツ大会など、夏期休業中であっても、学生が自由に使える時間が限られており、参加者数を増やすためにも日程の工夫が必要である。



（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか
　参加者や行事に協力いただける地域住民等からは、是非、継続をとの声が聞かれる。　
高校生の中には、今度は医学部生として研修に参加したいとの希望もあり、継続すべき事業である。









